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ii. 識者のお話

i.「反ワクチン」言説

「反ワクチン」：
ここではレッテルとして用いられる総称を指す。
フェイクニュースから個人の意見まで多岐にわたる。

３．取材を通じたチームの見解

フェイクニュース：定まった定義はないが、陰謀論や偽情報から誤情報までを総称する。

１．研究背景

ワクチンは国
が利益を得る
ためのツール

接種すると

死に至る

接種すると

不妊になる

まだ詳細が分
からず不安

iii. 分析

２．取材

参考文献

桜美林大学 リベラルアーツ学群
平和博 教授（ジャーナリズム）

・意図的なフェイクニュースは「偽りの発見」が埋め込まれ、受け手は
誰も知らないことを見つける体験をする。結果、ネガティブな感情が
掻き立てられ、「感情のスイッチ」が入り、フェイクニュースが早く広く
広まる。
・事実には基本的にネガティブな感情が乗っておらず、当たり前で、何の
発見もないわけなので、（省略）事実とフェイクニュースというのは
情報の類として別である。
・新型コロナの実態が当初分からなかったように、ユーザー側に十分な
情報が届いていない、「情報の空白状態・真空状態」の時、フェイク
ニュースがその空白を埋める形で広がりやすい。
・有害情報の拡散対策が必要である。受け手のメディアリテラシーの
向上やプラットフォームによるコンテンツ対策の強化、加えて対策の柱と
してファクトチェックが欠かせない。間違った情報が流通しているなら、
事実に基づいてそれが間違っているという情報を広めることである。
・情報に触れ、感情のスイッチが入ったとき、一度スマホを置く、深呼吸
をするなどで、理性にスイッチを切り替え、条件反射で情報を扱わない
ことが大事。

国際大学GLOCOM
山口真一 准教授（経済学）

・リテラシーが低い人そして情報を信じている人の方が
フェイクニュースをどんどん拡散していくので、その結果として
フェイクニュースが非常に広まりやすい環境になっている。
・ネット上の意見分布と社会の意見分布は違う。中庸な人は
（フェイクニュースを信じている状態から）引き戻すことができる。
・メディア情報リテラシー教育を面的に広げていかなければならない。
多角的な戦略で広める。究極的には私は、教育課程にいれるしかない
と思っている。
・この情報社会において一番私たちの周りで変化したのは情報量。
情報は常に日常と切っても切り離せないものである。

東京工業大学 環境・社会理工学院
笹原和俊 准教授（計算社会科学）

・コロナ禍になって、よりSNSを使うようになって
エコーチェンバー化（自分が見たいものだけを見る、自分が繋がりた
い人だけと繋がるという傾向）が増幅されてしまったという側面は
あるんじゃないかと思う。
・メディアリテラシーだけでフェイクニュースにカウンターできる
かというと、これだけ情報が溢れている社会の中では中々難しい。
環境問題と捉えると企業や企業が生み出すテクノロジーなどの大き
いアクターがちゃんと活用されてスケールするような形で働かないと、
個人の働きかけでどうにかなる問題ではない。私の研究のポイントと
しては、そういったテクノロジーをいかに作り出すか。
・まずは正しくSNSの知識を持って欲しい。
正しくSNS を怖がって欲しい。

・（ワクチンの）効果は感染発症と重症化を防ぐこと。効果があ
ることは間違いない。
・完全に安全というわけではないが、メリットとデメリットを考
慮した上で、打った方がいいか打たない方がいいかということを
各自で考えて打つかどうか決める。個人でワクチンのリスクとベ
ネフィットを考えて接種をまだ待つというのは全然良い。
・僕の考える反ワクチンというのはワクチンが危険だと言って周
りにこの思想を広げようとしている人たち。
・大事なのは、感染症に関する基本的な知識を持っておくこと。

大阪大学 医学部
忽那賢志 教授（感染制御学）

・データが無くして安全と言い切るのは僕は
ちょっと無理です。ワクチンが安全なんです
か？と聞かれたときに僕は分からないとしか
言えません。僕は危険ですとは言っていま
せん。
・僕は最初から（ワクチン接種を）ハイリ
スクの人だけに限ってくれと言っている。
リスクが高くない人は未知のリスクがある
から、分からないから避けた方がいいので
はないかという話をしていた。
・彼ら（反ワクチン派）は、僕を研究者と
して言ってくれている人として祭り上げる。
だけど僕としては困っている所もある。

京都大学
医生物学研究所

宮沢孝幸 准教授（ウイルス学）

【フェイクニュースの成り立ち】

①正確な情報

誤りに気付きにくい

②正確な情報から一部を
切り取る＋異なる解釈

→文脈操作

③切り取られた一部が①と
異なる意味で用いられてしまう。

1割
偽

正確

• 「反ワクチン」言説の中に
はフェイクニュースから個
人の慎重な意見まで多様な
ものが混在している。

• 身近に存在する、フェイク
ニュースの提供者は第一発
信者ではなく、正義感の

強い拡散者。

• 結論は異なっていても、

そこに至るプロセスは反ワ
クチン派とワクチン推進派
で共通している点もあった。

• 完全な反ワクチンではなく、
単にワクチン接種に関して
心配・疑問に思っているだけ
の人のことも「反ワクチン」
とひとまとめにする人が存在
する。
→フェイクニュースと個人の
意見が一括りにされている。

• 完全なフェイクに関しては、
対策が必要。

• ある事象に関して極端な情報
を発信している人は少数派で
ある。

• 多数派である極端な意見
を持たない人がファクト
チェックの存在を知り

それを活用する。

• 情報は切り取られたもの
であること、

そして私たちは信じたい

ものを信じてしまっている
ということを自覚する

必要がある。

発見 対策分析

「反ワクチン」の中でも
なぜフェイクニュースが、信じられ拡散されるのか？

個人の意見が、フェイクニュースと混同されているのでは？

・平和博 (2017) 『信じてはいけない : 民主主義を壊すフェイクニュースの正体』東京：朝日新聞出版 ・国際大学グローバル・コミュニケーション・センター (2022）『わが国における偽・誤情報の実態の把握と社会的対処の検討』http://www.innovation-nippon.jp/reports/2021IN_report_full.pdf
・平和博 (2021)『反ワクチンが「コメント欄」に氾濫し、接種呼びかけを覆っていく』 https://news.yahoo.co.jp/byline/kazuhirotaira/20210921-00259111 ・笹原和俊（2020）『ウェブの功罪』https://www.jstage.jst.go.jp/article/jkg/70/6/70_309/_pdf/-char/ja

ちなみに…

宮沢准教授の動画をYouTubeに投稿したところ
「誤った医療情報に関するポリシーに違反している」
という理由で削除されました…。
現在「反ワクチン」と機械的に分類された主張が
徹底的に削除されているのだと改めて感じた出来事で
した。

【フェイクニュースを信じるまで】

情報が切り
取られる

不安を解消する
説明を求める

十分な情報がない

SNSで同じ情報
に触れ続ける

フェイク
ニュース
を信じる

私たちは「その情報が正確であるから
それを信じている」ように考えているが、

実際は「その情報が正確である方が
都合がいいからそう信じたい」と考える
傾向にあるのではないか？

～コロナワクチンから見る情報社会の実態～
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